
 

 

 

 

 

 

健全に過ごせる 冬休みに～ネット・ゲームを正しく利用しましょう～ 

もうすぐ子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。17日間の冬休みを、子

どもたちが健全に成長できる有意義なものにするために、「早寝・早起き・朝ご飯」を基本に、

生活リズムを保つ、午前１０時までは家で学習に取り組む、ネット・ゲームにのめり込み過ぎない

など、お家の方からの声掛けをお願いします。 

 

４月に育松会と学校の連名で、「稚松っ子のきまり～インターネット・ゲーム編～」を作成し

配布しました。これは、大切な子どもがインターネットやゲームにのめり込んで生活リ

ズムや友だち関係を壊してしまうのを防ぐために、育松会と学校が推奨している基準で

す。これをもとに各家庭で設定した“わが家のきまり”をしっかりと守らせてください。また、

このきまりは「あなたの生活を守るため」「あなたの未来を守るため」にある、ということも再

確認してください。 
 

★稚松っ子のきまり～インターネット・ゲーム編～★ 
●利用時間について 

 勉強する時間や寝る時間をけずらない。（お子さんと時間を決める） 

 夜９時以降は、ゲーム、インターネットを利用させない。 

 就寝時刻の 1時間前以降と、登校前にはゲームをさせない。 

●遊び方について 

 ゲームの年齢制限を守らせる。 

※ 小学生がプレイ可能な年齢制限区分は「A」「B」のみ。「Ｃ」「Ｄ」「Ｚ」に指定されているゲ

ームは絶対にさせない。ゲームの中に年齢にふさわしくない表現が含まれています。 

 子どもだけで課金をさせない。 

 インターネットやゲーム中に「死ね」「殺す」「消えろ」などの乱暴な言葉をつかわせない。乱暴な

言葉がでてしまうほどのめり込ませない。 

 オンラインで誰とつながっているかを把握する。 

 知らない人とオンラインでつなげさせない 

●情報モラル・マナーについて 

 子ども同士でメールや LINE等の SNSを使って、メッセージや画像のやり取りはさせない。 

 フィルタリング等の対策を講じ、子どもの健全な育成を妨げるようなサイトには接続できないよう

にする。 

 インターネット上に、個人情報、画像、動画をアップさせない。（自分も他人も） 

 匿名であっても、他を誹謗・中傷するような内容の書き込みをさせない。 

 YouTube等の動画サイトを閲覧している場合、その内容を把握する。 

●その他 

 お下がりスマホ等も含めて、個人用のスマホは持たせない。 

 各家庭のきまりは、子どもの実態や年齢に応じて、適宜更新していく。その際、お子さんとの話し

合いを大切にする。 
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先日の学校評価アンケートで、お子さんがインターネットやゲームを健全に利用でき

ていないと感じている保護者の方が増加しているということが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの健全な成長のために、学校と家庭が力を合わせていきましょう。 

 

 

 

お子さんから、「スマホ買って」とお願いされたお家の方、いませんか？ 
 

 

全国的にも、クリスマスやお正月などのイベントが続くこの時期からスマホを持つ

小・中学生が増加する傾向があります。しかし、育松会、学校としては、個人用のスマ

ホを持たせることはお勧めしません。 

 

国は１人１台端末で学習を進め、学力の向上を図ろうとしています。しかし、きまりを

しっかりと守って個人用端末を正しく使おうとする心の育成、インターネットやゲームをもっとや

りたいという欲求・衝動をおさえる強い心の育成は追いついていないのが現状です。 

 

１０月のわかまつ便りで、「スマホは使い方を間違えると自分や周りの人を傷つける道具に

なってしまう。『スマホ＝包丁』ぐらいに考えていく必要があるかもしれない。」ということを保

護者の方にお伝えしました。文部科学省も、１人１台端末での学習を広めようとする一

方で、「インターネットやＳＮＳは両刃のナイフ。」「使い方を一步間違えれば自分に刃を向ける

危険な存在となります。」と、警鐘を鳴らしています。 

 

 

 

持たせるか、持たせないかの最終判断は保護者の方です。 

お子さんの実態、持たせた場合のリスクをしっかりと考えたうえで 

判断してください。よろしくお願いします。 

 


